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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・５/１１（金）１５時～　４Ｆユーティリティー　にて食事サービス提供委員会を開催します。担当の方は、一ヶ月の食事に対する意見や要望等取りまとめ、出席して下さい。最近、欠席する部署が増えています。事前に日程はお知らせしていますので、担当者が出席出来ない場合には、代わりの方が必ず出席するようにして下さい。また、出席する際には、次回の出席予定者を決めて出席して頂きますよう、お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・十日市　利喜様～昨日、八戸家庭裁判所より十日市成利様の「不在者財産管理人選任申立」という書類が送付されてきました。十日市成利様は実の弟様ですが、現在行方不明となっている為、財産管理の選任の申し立てがあった為｢十日市成利様の所在についての回答書｣記入の用紙が届いており、ＰＳＷより本人様へ説明を行なっています。書類の内容についての理解はよくできておらず、｢３０年ぐらい逢っていないのでわからない｣と話されています。日課は問題無く行なえていますが昨日の夜間は４０分の睡眠しか取られていません。症状の観察と、日課の取り組み状況・生活リズムの変化（夜間の睡眠状況）、行動について観察・確認していきましょう。
・船場　幸子様～本日、１３時～１６時の間でお姉様と買い物の為、市内へ外出となっています。帰院時は外出中の様子や疲労感等、本人様とご家族様へ確認していきましょう。

　　　　　　　　又、眼精疲労の訴え続いており、サンコバ点眼液１本処方となっています。作業や病棟日課の取り組み状況と眼精疲労の状態についての観察・確認をしていきましょう。

・加賀谷　芙美子様～本日、｢口内炎が痛くてご飯を食べるのがやっと｣の訴え聞かれています。舌の先、１～２ｍｍ程度の亀裂があるのを確認しています。主治医に報告し、アフタゾロン軟膏１本処方（毎食後塗布）となっています。患部の観察、食事摂取状況の確認を行っていきましょう。

・本多　富美様～本日、目の痒みの訴え聞かれ、主治医報告にてＡＺ点眼液１本処方

となっています。今後も目の状態の観察・確認を行っていきましょ

う。

＜食事サービス状況意見交換＞

・５/１１(金)１５時～　番地Ｃｗ出席予定となっています。

· おかずが準備されていない事があった。

· ４/３０、夕食～セレクトメニューでしたが見本の副菜がＡとＢが逆になっていた。

· ５/３、夕食～献立がラーメンでしたが、患者様より、汁はもう少し熱い方がいいとの事でした。

＊レストランへ付いたスタッフはコメント記入時、いつの、どの時間帯の事なのか載せるようにして下さい。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・元沢　政治様～夜間の睡眠状態不安定である事から、5／2の定期薬より服薬調整となっています。不機嫌さ時折見られ、現在も夜間書き物に集中され睡眠の不安定さ見られている事から、主治医へ情報提供しています。もうしばらく様子をみるようにとの事です。夜間の睡眠状況や日課の取り組み状況等、観察をしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・田野端　忠夫様～ベンチ腫あり５/１５(火)、準夜帯にスピール膏を貼付するよう指示あります。

・稲垣　恵利子様～右第一趾に瘭疽見られており、アズクロ処置の指示あります。

　　　　　　　　　又、サマセフ３ｃａｐ　３ｘ１　４日分本日の昼より服用との事で処方となっています。患部の状態・観察をしていきましょう。

＜ＳＳＴセッション評価＞

・Ａ・Ｂグループ～このグループはなかなか自分の感情を相手に伝える事を苦手とする方が多い為、花見会での楽しかった事、感激した事等、相手に伝えるロールプレイを取り入れ行なっています。

　　　　　　　　　坂本のり子様は｢桜が満開できれいでした｣と表情良くロールプレイを行なえています。田野端忠夫様は｢桜は満開だったがきれいだと思わなかった｣とはなす。

　　　　　　　　　月初めな為、短期目標設定でしたが、半数は決める事ができず、次回の課題として、決めれなかった患者様の目標決めとしています。

・Ｃグループ～このグループは｢良いコミュニケーションのポイント｣を行なっていま

す。日向端庸男様は次の日、外出予定となっていた為、外出の際準備

ができたらタイミングをみてスタッフへ声を掛ける事とし、目標を設

定しています。ウォーミングアップでは発言する人が限定されてしま

い、他者を巻き込む事が出来なかった。短期目標の際、良いポイント

を書き込んだ為、目標設定に反映させる事が出来たと思われます。

次回は短期目標の一週間の評価をして頂く事としています。

・Ｄグループ～短期目標の設定を行っています。ウォーミングアップではリフレッシ

ュ体操を行い、ゆったりした気分でセッションを進めています。津嶋イチ子様はスタッフと｢自分から話しかける｣を目標としロールプレイを行なっています。笑顔ではっきりと話され他者からも高い評価を頂いています。江刺家恵子様は笑顔で話し掛けるようアドバイスしています。

次回は地域で生活する為には何が必要か、コミュニュケーションの取り方について話し合う事としています。

＜注目患者様ケース検討＞

・小坂　君子様～最近、異常体験に左右された発言が聞かれており、｢調子が悪いから学生さんとは話がしたくいない｣との訴え聞かれ、実習計画については一週間程経過を見る事としていましたが、本人様より｢話し掛けられるのも嫌だし、自分につくのは取りやめて欲しい｣との訴え聞かれ、実習計画をやめる事としています。作業では、こちらからの話し掛けも控える事としています。

　　　　　　　　実習生担当になった事や環境の変化（絵画の設置）により病状が変化しているものと思われます。日課の取り組み状況や夜間の睡眠状況について観察・確認しながら関わっていきましょう。

・稲垣　恵利子様～夜間、お小遣帳を広げ電気をつけ計算していることがあり、自身で計算する事が上手く出来ずスタッフが介入していました。自身で管理出来ていないのではないかという不安感による行動と考えられ、担当スタッフと本人と相談の結果しばらくスタッフ管理する事としていました。

５/９、｢自己管理がしたい｣と本人様より訴え聞かれ、｢夜間にお金を数えたりしない。不明金が出た場合はすぐにスタッフに相談する事｣を約束し、主治医に情報提供後、本人様管理としています。金銭管理状況について評価を行なっていき、ケアプランに反映し管理能力へのケアを行なっていきましょう。


































